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講座番号

「キリスト教人間学」の学び
一歩進んだキリスト教の学び

006今、私たちに差し迫る問題を考える ９：法学研究科からの発信

講座内容

本学では、2022年度より「キリスト教人間学インスティテュート（Institute for Christian Human 
Studies：ICH）」という、全学部生対象の教育プログラムが始まりました。ICHは、キリスト教主義の
学校である本学のメリットを活かし、学生が所属している学部での学びに並行して、建学の精神に関わ
る科目群を履修することで、自身が専攻する学問領域に複眼的な視点を与え、総合的な知を修得するこ
とができる本学独自の教育プログラムです。キリスト教の精神と人間理解の学びを深め、グローバル化
された現代社会で活躍できる人間力を培うことを目的としています。ICHの科目は、「社会人の学び直し
講座」にも資するものと考え、コア科目の1つ、「キリスト教人間学Ⅰ」で扱ういくつかのトピックを、大
学チャプレン6人が担当し、講座を提供します。

期　間 10月14日～11月18日 受講料 全ての回を受講する場合　 6,000円
各回受講する場合（１回につき）　 2,000円

曜　日 土曜日 定　員 50名

時　間 13：30～15：10 会　場 横浜・関内キャンパス

回　数 全6回 持ち物 筆記用具、聖書
教　材 担当者によっては、PPTスライド以外の資料やレジュメ等を配布する場合があります。

備　考 各回で講座を申し込まれる場合、必ず第何回目または何日を希望とご記入ください。
例　第１回と第２回を希望　10/28を希望。

講座スケジュール
回数 日　程 内　　　　　容 担当講師

1 10月14日（土） イエスの使信から学ぶ
私たちが、どのような視点を持って生き、行動することが肝要か、イエスの使信から学ぶ。 石渡 浩司

2 10月21日（土）
旧約聖書の人間学～神・世界・正義を手がかりに考える～
キリスト教の母胎となった古代イスラエルの宗教とその正典である旧約聖書では人間につ
いてどのように考えられていたのだろうか。創世記と預言書を手がかりに考えてみたい。

髙井 啓介

3 10月28日（土）
アウグスティヌスとルターのキリスト教人間観
アウグスティヌスとルターの人間観を歴史的背景を踏まえて考察し、その現代的意義を
探求する。

豊川 慎

4 11月 4日（土）
「希望に生きる人間」―  希望とは何かを学ぶ
キリスト教には「救済の希望」を指し示す信仰がその教えの中心にある。この講座では
希望に生きる人間について考察する。

村椿 真理

5 11月11日（土）
日本におけるキリスト教の伝来と受容
日本にキリスト教が伝来した時期の中から、特に「室町時代末期～安土桃山時代」「江戸
時代末期～明治時代初期」を取り上げ、それぞれの時期における「伝える側」の意向や「受
け取る側」の対応を中心に整理し解説する。

内藤 幹子

6 11月18日（土）
キリスト教と自然
神・人間・自然との関わりについて、キリスト教会の種々な考え方を、主に倫理に焦点
をあてながら見ていく。

冨田 茂美

講師紹介
石渡 浩司（いしわた ひろし）
本学教育学部准教授・大学宗教主任
新約聖書学・初代教会史専攻

本学国際文化学部教授・大学宗教主事
宗教学・旧約聖書学専攻

本学法学部教授・学院宗教主事
組織神学・バプテスト信仰思想専攻

本学高等教育研究・開発センター准教授・大学宗
教主事・宣教師
フェミニズム神学・キリスト教倫理専攻

本学理工学部准教授・大学宗教主事
キリスト教平和学・キリスト教倫理専攻

本学経営学部准教授・大学宗教主事
組織神学・バプテスト信仰思想専攻

コーディネーター 髙井 啓介（たかい けいすけ）

村椿 真理（むらつばき まこと）

冨田 茂美（とみた しげみ）

豊川 慎（とよかわ しん）

内藤 幹子（ないとう みきこ）
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